
1

と　ま　り　議　会　だ　よ　り

平成29年

と ま り

No.No.164164
平成29年５月　発行平成29年５月　発行

発行／泊村議会　責任者／議 長　結城　　智

〒045-0202
北海道古宇郡泊村大字茅沼村字臼別191－７
TEL 0135-75-3451

平成29年度 泊小学校入学式 （平成29年４月６日）



2

と　ま　り　議　会　だ　よ　り

会期　３月９日～14日

平成
29年

第１回 定 例 会

　

平
成
二
十
九
年
第
一
回
泊
村
議
会
定
例
会
は
、
去
る
三
月
九
日
に
招
集
さ
れ
、
会
期
を
十
六
日
ま
で
の
八
日

間
と
定
め
、
開
会
初
日
九
日
は
、
議
長
の
諸
般
の
報
告
と
村
長
か
ら
の
行
政
報
告
、
教
育
長
か
ら
教
育
行
政
報

告
が
行
わ
れ
た
後
、
提
出
さ
れ
た
議
案
十
九
件
（
条
例
の
制
定
・
改
正
等
七
件
・
平
成
二
十
八
年
度
補
正
予
算

六
件
・
平
成
二
十
九
年
度
新
年
度
予
算
六
件
）
の
提
出
理
由
の
説
明
を
受
け
、
全
員
構
成
に
よ
る
予
算
特
別
委

員
会
を
設
置
し
、
内
容
審
査
を
付
託
し
た
後
、
延
会
と
し
ま
し
た
。

　

十
日
は
、
議
案
等
調
査
の
為
、
休
会
と
し
ま
し
た
。

　

十
三
日
は
、
一
般
質
問
が
行
わ
れ
、
質
問
終
了
後
引
き
続
き
、
新
年
度
予
算
を
除
く
議
案
十
三
件
を
審
議
採

決
し
ま
し
た
。

　

十
四
日
は
、
予
算
特
別
委
員
会
を
開
催
し
、
付
託
さ
れ
た
平
成
二
十
九
年
度
新
年
度
予
算
六
件
を
慎
重
審
議

の
結
果
、
い
ず
れ
も
可
決
す
る
も
の
と
決
定
し
、
予
算
特
別
委
員
会
を
閉
会
し
ま
し
た
。

　

予
算
特
別
委
員
会
終
了
後
、
本
会
議
を
再
開
し
、
予
算
特
別
委
員
会
で
の
審
議
内
容
に
つ
い
て
の
委
員
長
報

告
が
あ
っ
た
後
、
新
年
度
予
算
六
件
を
原
案
ど
お
り
可
決
し
、
会
期
を
二
日
残
し
、
全
日
程
を
終
了
し
ま
し
た
。

平成29年度 各会計予算を議決
６会計の予算総額 46億6,810万9千円

平成29年度　各会計予算額

会 計 名 予 算 額
前年度
対　比

一 般 会 計 40億85,000千円  2.6％増

国民健康保険
特 別 会 計

　　85,751千円  3.2％増

簡易水道事業
特 別 会 計

48,039千円 76.1％増

集落排水事業
特 別 会 計

48,834千円 3.3％増

公共下水道事業
特 別 会 計

３億72,394千円 0.6％増

後期高齢者医療
特 別 会 計

28,091千円 3.2％増

合　　計 46億68,109千円 2.94％増
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平
成
二
十
八
年
度
古
宇
郡
泊
村
公
共
下
水
道

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
三
号
）
 …
…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
原
案
可
決

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
八
、
〇
〇
三
千
円
を

減
額
し
、
総
額
三
三
五
、
九
二
七
千
円
と
し

ま
し
た
。

平
成
二
十
八
年
度
古
宇
郡
泊
村
後
期
高
齢
者

医
療
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
一
号
）
 …
…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
原
案
可
決

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
七
五
七
千
円
を
減
額

し
、
総
額
二
六
、四
七
〇
千
円
と
し
ま
し
た
。

平
成
二
十
九
年
度
古
宇
郡
泊
村
一
般
会
計
予

算
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
原
案
可
決

　

歳
入
歳
出 

四
、
〇
八
五
、
〇
〇
〇
千
円

平
成
二
十
九
年
度
古
宇
郡
泊
村
国
民
健
康
保

険
特
別
会
計
予
算
…
…
…
…
…
…
原
案
可
決

　

歳
入
歳
出 

八
五
、七
五
一
千
円

平
成
二
十
九
年
度
古
宇
郡
泊
村
簡
易
水
道
特

別
会
計
予
算
…
…
…
…
…
…
…
…
原
案
可
決

　

歳
入
歳
出 

四
八
、〇
三
九
千
円

　
平
成
二
十
九
年
度
古
宇
郡
泊
村
集
落
排
水
事

業
特
別
会
計
予
算
…
…
…
…
…
…
原
案
可
決

　

歳
入
歳
出 

四
八
、八
三
四
千
円

　

審

議

し

た

議

案

新
年
度
予
算

・
泊
村
議
会
の
議
員
の
定
数
を
定
め
る
条
例

の
一
部
改
正
に
つ
い
て
…
…
…
…
原
案
可
決

　

泊
村
議
会
議
員
の
定
数
を
「
九
人
」
を
「
八

人
」
に
す
る
条
例
の
一
部
改
正
で
す
。

・
泊
村
簡
易
水
道
施
設
維
持
管
理
基
金
条
例

の
制
定
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
原
案
可
決

　

今
後
の
大
規
模
な
改
修
に
備
え
て
、
料
金

の
一
部
を
回
収
費
用
に
積
立
す
る
条
例
の
制

定
で
す
。

・
泊
村
個
人
情
報
保
護
条
例
の
一
部
改
正
に

つ
い
て
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
原
案
可
決

　

個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
の
一
部

改
正
に
伴
う
、
関
連
す
る
条
文
の
改
正
で
す
。

　
・
泊
村
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を

識
別
刷
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る

法
律
に
基
づ
く
個
人
番
号
の
利
用
及
び
特
定

個
人
情
報
の
提
供
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改

正
に
つ
い
て
…
…
…
…
…
…
…
…
原
案
可
決

　

個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
の
一
部

改
正
及
び
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の

番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正

に
伴
う
関
連
す
る
条
文
の
改
正
で
す
。　

・
職
員
の
旅
費
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

に
つ
い
て
…
…
…
…
…
…
…
…
…
原
案
可
決

　

職
員
の
自
家
用
車
で
の
出
張
を
条
例
等
の

規
則
で
定
め
る
た
め
の
条
例
の
一
部
を
改
正

で
す
。

・
泊
村
税
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
 …
…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
原
案
可
決

　

地
方
税
法
等
の
一
部
改
正
に
伴
う
、
所
要

の
改
正
で
す
。

・
後
志
広
域
連
合
規
約
の
一
部
を
変
更
す
る

規
約
に
つ
い
て
…
…
…
…
…
…
…
原
案
可
決

　

後
志
広
域
連
合
規
約
の
条
文
の
一
部
改
正

で
す
。

平
成
二
十
八
年
度
古
宇
郡
泊
村
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
七
号
） …
…
…
…
…
原
案
可
決

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
一
五
、
〇
〇
〇
千
円

を
追
加
し
、
総
額
四
、〇
八
三
、〇
〇
〇
千
円

と
し
ま
し
た
。

【
歳
入
の
お
も
な
も
の
】

　

法
人
税 

一
一
、四
六
九
千
円
の
増

　

電
源
立
地
地
域
対
策
交
付
金

 

一
三
、九
八
五
千
円
の
増

　

社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
（
住
宅
）

 

一
一
、七
二
四
千
円
の
減

【
歳
出
の
お
も
な
も
の
】

　

財
政
調
整
基
金
積
立
金

 

一
〇
八
、〇
〇
〇
千
円
の
増

　

各
特
別
会
計
繰
出
金

 

三
三
、三
五
二
千
円
の
減

　

老
人
保
護
措
置
費

 

九
、八
五
二
千
円
の
減

　

岩
内
地
方
衛
生
組
合
塵
芥
処
理
場
施
設

　

建
設
費
負
担
金

 

一
七
、一
〇
六
千
円
の
減

　

村
道
除
排
雪
委
託
料

 

二
八
、〇
〇
〇
千
円
の
増

平
成
二
十
八
年
度
古
宇
郡
泊
村
国
民
健
康
保

険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
三
号
）
 …
…
…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
原
案
可
決

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
一
、
〇
一
一
千
円
を

減
額
し
、
総
額
八
二
、
七
八
〇
千
円
と
し
ま

し
た
。

平
成
二
十
八
年
度
古
宇
郡
泊
村
簡
易
水
道
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
二
号
）
 …
原
案
可
決

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
二
、
三
八
五
千
円
を

減
額
し
、
総
額
二
三
、
四
六
九
千
円
と
し
ま

し
た
。

平
成
二
十
八
年
度
古
宇
郡
泊
村
集
落
排
水
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
二
号
）
 …
…
…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
原
案
可
決

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
四
、
六
一
四
千
円
を

減
額
し
、
総
額
四
一
、
七
五
〇
千
円
と
し
ま

し
た
。

補

正

予

算

条
例
の
改
正
・
制
定
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一 

般 

質 

問

 

大
橋　

芳
之 

議
員

　

□
今
後
の
大
規
模
事
業
及
び
改
修
計
画
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　

財
政
状
況
の
見
直
し
に
つ
い
て

平
成
二
十
九
年
度
古
宇
郡
泊
村
公
共
下
水
道

事
業
特
別
会
計
予
算
…
…
…
…
…
原
案
可
決

　

歳
入
歳
出 

三
七
二
、
三
九
四
千
円

　
平
成
二
十
九
年
度
古
宇
郡
泊
村
後
期
高
齢
者

医
療
特
別
会
計
予
算
…
…
…
…
…
原
案
可
決

　

歳
入
歳
出 

二
八
、
〇
九
一
千
円

　

現
在
、
泊
村
の
財
政
は
原
発
に
関
わ
る
固

定
資
産
税
と
国
の
電
源
立
地
対
策
交
付
金

（
長
期
発
展
対
策
交
付
金
）
が
、
歳
入
全
体

の
約
八
割
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
財
政
状
況
が
、
い
つ
ま
で
続
く
の
か

不
透
明
で
あ
り
、
不
安
を
感
じ
て
い
る
の
は
、

私
一
人
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
泊
村
の
将
来
を
考
え
る
上
で
、
中

期
的
な
観
点
に
立
っ
て
議
論
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
は
、
異
論
の
な
い
と
こ
ろ
と
思
い

ま
す
。

　

そ
こ
で
、
次
の
事
柄
に
つ
い
て
、
村
長
に

お
伺
い
を
し
ま
す
。

　
　

一
、
今
後
五
年
間
、
十
年
間
の
大
規
模

　
　
　

事
業
及
び
改
修
計
画
に
つ
い
て

　
　

二
、
固
定
資
産
税
と
電
源
立
地
地
域
対

　
　
　

策
金
（
長
期
発
展
対
策
交
付
金
）
に

　
　
　

つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
の
五
年
後
、　

十

　
　
　

年
後
及
び
原
発
一
・
二
号
機
が
停
止

　
　
　

す
る
平
成
四
十
三
年
（
二
〇
三
一
年

　
　
　

四
月
）
以
降
の
金
額
（
推
定
額
）
に

　
　
　

つ
い
て

　
　

三
、
現
在
の
預
金
現
在
高
に
つ
い
て

　

説
明
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
ず
、
ご
質
問
の
冒
頭
で
、
歳
入
全
体
の

八
割
と
い
う
お
話
を
さ
れ
て
お
り
ま
す
け
れ

ど
も
、
当
初
予
算
の
試
算
で
は
、
六
十
四
％

と
い
う
形
で
計
上
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
の
で
、
そ
の
辺
、
宜
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

そ
れ
で
は
、
一
番
目
の
今
後
の
五
年
・
十

年
後
の
大
規
模
事
業
及
び
改
修
計
画
と
い
う

こ
と
に
つ
い
て
お
答
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
が
、
三
点
程
で
分
け
て
お
話
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

ま
ず
一
つ
は
、
大
き
な
事
業
と
い
う
こ
と

で
、
簡
易
水
道
施
設
の
更
新
事
業
が
ご
ざ
い

ま
す
。

　

ご
承
知
の
と
お
り
、
今
年
の
予
算
で
、
こ

の
事
業
の
基
本
計
画
に
係
る
と
こ
ろ
の
策
定

の
業
者
に
委
託
業
務
を
す
る
予
算
を
計
上
し

て
お
り
ま
す
。

　

そ
う
い
う
中
で
、
こ
の
計
画
に
基
づ
い
て
、

財
政
状
況
を
き
ち
ん
と
見
極
め
る
よ
う
な
形

で
、進
め
て
行
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

そ
れ
か
ら
、
十
年
後
に
は
、
下
水
道
事
業

の
更
新
が
想
定
さ
れ
ま
す
。

　

こ
れ
も
、
下
水
道
の
長
寿
命
化
計
画
に
基

づ
い
て
、
現
在
は
、
機
器
更
新
を
図
り
な
が

ら
、
今
、
進
め
て
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
必
要

最
小
限
度
の
維
持
管
理
費
で
、
進
め
て
行
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

牧

野

村

長

大
橋　

芳
之 

議
員

 

今
後
の
大
規
模
事
業
及
び

　

改
修
計
画
と
財
政
状
況
の

　
　
　
　

見
直
し
に
つ
い
て
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ま
ず
一
番
目
の
五
年
後
・
十
年
後
の
大
規

模
事
業
及
び
改
修
計
画
に
つ
い
て
、
更
に
質

問
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

今
、
村
長
の
方
か
ら
は
、「
今
後
、
簡
易

水
道
の
改
修
事
業
、
そ
れ
か
ら
、
下
水
道
の

改
修
事
業
を
前
の
改
修
し
た
年
数
か
ら
ぼ
っ

て
い
く
と
、
そ
ろ
そ
ろ
や
っ
て
行
か
な
き
ゃ

な
ら
な
い
時
期
が
来
る
の
で
、
そ
れ
を
予
定

し
て
い
ま
す
。」
と
い
う
話
で
し
た
。

　

そ
れ
は
、
当
然
や
っ
て
行
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
今
回
、
ち
ょ
っ

と
公
共
工
事
に
的
を
絞
っ
て
、
私
は
、
話
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

先
般
、
議
会
の
方
に
「
公
共
施
設
等
の
総

合
管
理
計
画
」
と
い
う
も
の
が
示
さ
れ
ま
し

た
。

　

私
は
、
こ
の
計
画
の
中
で
、
あ
る
程
度
、

公
共
施
設
の
改
修
計
画
と
い
う
も
の
を
進
め

て
行
く
も
の
と
解
釈
し
て
い
た
ん
で
す
け
れ

ど
も
、
ど
う
も
、
そ
う
で
は
な
い
ら
し
い
と

い
う
こ
と
で
、
担
当
課
長
の
方
に
、
問
い
合

わ
せ
し
ま
し
た
ら
、「
こ
の
計
画
は
、
現
在
、

案
で
あ
る
」、
こ
の
中
身
は
、
「
国
の
指
導
の

下
で
、
建
設
の
面
積
比
で
、
将
来
の
更
新
計

画
を
作
り
な
さ
い
」
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て

い
て
、「
施
設
に
限
定
し
た
計
画
と
は
な
っ

て
な
い
。
実
際
の
計
画
は
、
国
に
、
計
画
が

認
め
ら
れ
た
後
に
、
実
施
計
画
を
作
る
」
と

い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
そ
う
い
う
意
味

　

そ
れ
か
ら
、
三
番
目
の
現
在
の
預
金
の
現

在
高
に
つ
い
て
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
監

査
委
員
の
大
橋
議
員
も
ご
承
知
の
と
お
り
、

二
月
二
十
八
日
で
、
例
月
検
査
が
さ
れ
て
、

こ
の
預
金
の
現
在
高
は
ど
の
ぐ
ら
い
か
っ

て
い
う
こ
と
を
ご
承
知
だ
ろ
う
と
、
私
は

思
っ
て
お
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
基
金
の
残

高
を
含
め
て
、
二
十
種
類
ご
ざ
い
ま
し
て
、

二
月
二
十
八
日
現
在
で
は
、
六
三
億
三
八
，

一
二
四
，
九
一
五
円
と
い
う
金
額
に
な
っ
て

ご
ざ
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
財
政
調
整
基
金
で
す
か
ら
、
古

宇
郡
漁
業
協
同
組
合
の
基
金
、
そ
れ
か
ら
、

地
域
振
興
の
基
金
、
そ
れ
か
ら
、
商
工
会
の

基
金
が
含
ま
れ
て
お
り
ま
し
て
、
こ
れ
ら
を

除
く
金
額
で
お
話
し
申
し
上
げ
ま
す
と
、
村

と
し
て
、使
え
る
関
係
の
も
の
に
つ
い
て
は
、

資
力
的
に
は
、
三
七
億
六
一
，
六
七
七
，

一
一
〇
円
と
い
う
細
か
い
数
字
に
な
る
ん
で

す
が
、
三
七
億
六
千
万
円
と
い
う
よ
う
な
数

字
で
、
今
現
在
な
っ
て
ご
ざ
い
ま
す
。

　

こ
の
後
、
基
金
の
一
般
会
計
か
ら
特
別
会

計
に
出
し
て
い
る
戻
入
分
や
剰
余
金
を
加
算

す
る
と
大
体
、
こ
の
金
額
で
い
く
と
い
う
見

込
み
と
し
て
、
今
年
は
、
財
政
調
整
基
金

の
方
な
ん
で
す
が
、
現
在
は
、
二
七
億
六
，

〇
〇
〇
千
円
で
す
け
れ
ど
も
、
こ
れ
が
、

二
九
億
七
，
五
〇
〇
万
円
と
い
う
数
字
に
な

り
ま
す
。

　

以
上
、
三
点
に
つ
い
て
お
話
し
申
し
上
げ

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
宜
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

そ
れ
と
、
電
源
立
地
地
域
対
策
交
付
金
の

関
係
で
す
が
、
こ
れ
に
つ
き
ま
し
て
は
、
平

成
二
十
九
年
度
の
予
算
で
は
、
八
億
九
一
，

二
七
六
千
円
計
上
し
て
ご
ざ
い
ま
す
。

　

今
、
こ
の
交
付
金
を
段
階
的
に
見
直
さ
れ

る
と
い
う
形
で
、
国
の
方
は
考
え
て
い
る
よ

う
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
こ
れ
ら
を
考
え
て
行

く
と
、
今
の
と
こ
ろ
、
い
く
ら
か
と
言
わ
れ

て
も
、
お
答
え
出
来
る
よ
う
な
金
額
に
は
な

ら
な
い
と
思
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
そ
う
い
う

形
で
、
村
と
し
て
も
考
え
て
、
財
政
上
組
ん

で
行
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

電
源
立
地
地
域
対
策
交
付
金
の
場
合
は
、

毎
年
毎
年
、
国
の
方
か
ら
試
算
し
て
く
る
と

い
う
経
緯
も
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
そ
れ
に
つ

い
て
は
、
そ
の
よ
う
に
お
考
え
な
っ
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

た
だ
、
将
来
的
に
、
こ
れ
か
ら
、
共
生
交

付
金
だ
と
か
、
再
稼
動
し
た
場
合
の
財
源
だ

と
か
、
い
ろ
い
ろ
あ
る
訳
で
ご
ざ
い
ま
す
け

れ
ど
も
、
そ
れ
は
、
こ
れ
か
ら
、
計
画
的
に

ど
う
な
る
の
か
っ
て
い
う
こ
と
に
つ
い
て
の

お
話
は
、
今
の
と
こ
ろ
難
し
い
と
い
う
考
え

方
を
持
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、「
将
来
的
に

は
、
こ
う
い
う
財
源
も
、
収
入
と
し
て
あ
り

ま
す
」
と
い
う
こ
と
で
、こ
れ
は
、道
と
四
ヶ

町
村
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
配
分
で
、
進
め
ら
れ

て
行
く
と
い
う
考
え
方
で
お
り
ま
す
。

　

村
と
し
て
も
、
立
地
村
と
い
う
立
場
で
ご

ざ
い
ま
す
の
で
、
き
ち
ん
と
そ
の
辺
を
お
話

し
申
し
上
げ
て
、
そ
の
財
源
の
確
保
に
取
り

進
ん
で
行
き
た
い
な
と
こ
の
よ
う
に
思
っ
て

お
り
ま
す
。

　

　

三
つ
目
で
す
け
れ
ど
も
、
公
共
施
設
に
つ

い
て
は
、
現
在
ま
で
改
修
や
大
規
模
改
修
を

進
め
て
、
大
体
、
現
在
の
公
共
施
設
は
、
進

め
ら
れ
て
来
て
お
り
ま
す
の
で
、
今
後
は
、

維
持
管
理
的
な
補
修
費
用
に
収
ま
る
の
か
な

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
で
す
け
れ
ど
も
、
国
の
進
め
て
い
る

新
幹
線
の
問
題
、
更
に
は
、
高
規
格
道
路
の

付
設
、
そ
う
い
う
関
係
と
道
道
泊
共
和
線
の

避
難
道
路
の
関
係
と
い
う
も
の
が
、
こ
れ
か

ら
進
め
ら
れ
て
、
今
、
着
々
と
行
っ
て
い
る

と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
こ
れ
は
、

国
・
道
の
関
係
な
ん
で
す
が
、
そ
の
影
響
か

ら
、
防
災
関
係
の
避
難
施
設
並
び
に
観
光
開

発
、
そ
れ
か
ら
、
福
祉
施
設
等
が
必
要
に
な

る
の
で
は
な
い
か
な
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
に
つ
き
ま
し
て
も
、
総
合
計
画
を
見

極
め
な
が
ら
、
進
め
て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

そ
れ
か
ら
、
二
番
目
の
固
定
資
産
税
と

電
源
立
地
地
域
対
策
交
付
金
に
係
る
五
年

後
、
十
年
後
、
更
に
は
、
平
成
四
十
三
年
ま

で
の
推
定
と
い
う
の
は
、
ど
う
な
っ
て
い
る

の
か
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
五
年
後
の
平
成

三
十
四
年
に
つ
き
ま
し
て
は
、
固
定
資
産
税

で
は
、
一
七
億
六
，
五
〇
〇
万
円
位
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　

そ
れ
と
、
十
年
後
に
は
、
一
三
億
七
，
五

〇
〇
万
円
、
平
成
四
十
三
年
、
十
四
年
後
に

な
り
ま
す
が
、
一
〇
億
三
，
五
〇
〇
万
円
、

あ
く
ま
で
も
、
こ
れ
は
、
概
算
と
い
う
こ
と

で
、
お
考
え
に
な
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
、

私
ど
も
は
推
定
し
て
お
り
ま
す
。

大
橋
芳
之
議
員
（
再
質
問
）
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す
け
れ
ど
も
、
で
も
、
行
政
を
預
か
る
人
間

と
し
て
、
そ
う
い
う
試
算
と
い
う
の
は
、
当

然
、
私
は
、
必
要
で
な
い
か
な
と
思
い
ま
す
。

そ
の
上
に
立
っ
て
、
い
ろ
い
ろ
行
財
政
を
進

め
て
行
く
と
い
う
こ
と
が
、
基
本
で
な
い
か

と
思
う
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
こ
で
、
村
長

に
改
め
て
聞
き
ま
す
け
れ
ど
も
、
こ
う
い
う

将
来
に
亘
っ
て
、
段
々
泊
村
の
歳
入
が
減
っ

て
行
く
と
い
う
こ
と
が
、
現
実
と
し
て
考
え

ら
れ
る
訳
で
す
が
、
そ
う
い
う
時
に
、
で
は
、

今
、
何
が
出
来
る
の
か
。
今
後
、
何
を
し
て

行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
と
い
う
こ
と

を
、
村
長
に
聞
き
た
い
で
す
。
そ
れ
が
、
二

点
目
で
す
。

　

三
点
目
、
預
金
・
基
金
の
話
で
す
。

　

村
長
の
方
か
ら
、
具
体
的
な
数
字
が
あ
り

ま
し
た
の
で
、
私
の
方
か
ら
は
、
そ
の
数
字

は
あ
げ
ま
せ
ん
け
れ
ど
も
、
私
は
、
何
を
言

い
た
い
か
と
言
い
ま
す
と
、
村
長
は
、
常
日

頃
、
一
年
間
最
低
三
億
円
は
積
み
た
い
、
増

や
し
た
い
と
い
う
ふ
う
に
お
っ
し
ゃ
っ
て
い

ま
す
け
れ
ど
も
、
現
実
を
見
た
場
合
に
、
正

直
言
っ
て
、
増
え
て
な
い
ん
で
す
ね
。

　

二
十
五
年
の
年
度
末
に
、
六
五
億
五
，

〇
〇
〇
万
円
あ
っ
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
今

年
の
二
月
の
末
で
、
先
程
、
村
長
の
答
弁
に

あ
り
ま
し
た
け
れ
ど
六
三
億
、
一
向
に
増
え

て
い
な
い
ん
で
す
。
将
来
と
い
う
こ
と
を
考

え
た
場
合
に
、
や
は
り
、
当
然
、
い
ろ
ん
な

事
業
を
進
め
て
い
く
中
で
、
財
源
と
い
う
も

の
が
必
要
な
訳
で
す
よ
ね
。
そ
う
す
る
と
、

当
然
、
村
長
も
言
っ
て
い
る
よ
う
に
、
こ
の

基
金
と
か
預
金
と
か
増
や
し
て
行
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
思
う
ん
で
す
が
、
現
実
の
数

　

そ
う
し
た
場
合
に
、国
の
交
付
金
の
方
は
、

五
年
後
に
は
、
こ
れ
は
逆
に
、
ち
ょ
っ
と
増

え
る
ん
で
す
。
と
い
う
の
は
、
一
・
二
号
機

が
五
年
経
ち
ま
す
と
稼
動
後
三
十
年
経
過
し

ま
す
。
そ
う
し
ま
す
と
、
そ
れ
ぞ
れ
一
号
機

に
つ
き
一
億
円
ず
つ
の
加
算
金
と
言
い
ま
す

か
、
そ
う
い
う
も
の
が
プ
ラ
ス
さ
れ
る
は
ず

で
す
。

　

し
か
し
、
み
な
し
交
付
率
が
、
今
、
七
十

五
％
で
し
た
か
。
そ
れ
が
確
か
六
十
七
％
ま

で
落
ち
る
は
ず
で
す
か
ら
、
そ
の
部
分
が
、

約
五
，
〇
〇
〇
万
円
下
が
り
ま
す
。
そ
う
し

ま
す
と
、
ト
ー
タ
ル
で
、
一
億
五
，
〇
〇
〇

万
円
ぐ
ら
い
交
付
金
の
方
は
、
増
え
る
の
で

な
い
か
と
試
算
で
き
ま
す
。

　

で
は
、
十
年
後
は
、
い
く
ら
に
な
る
か
と

言
う
と
、
更
に
、
一
億
円
増
え
る
計
算
に
な

る
ん
で
す
。
と
い
う
の
は
、
今
度
、
三
号
機

が
、
稼
動
後
十
五
年
経
ち
ま
す
の
で
、
そ
の

部
分
の
加
算
金
が
一
億
円
増
え
ま
す
。

　

問
題
は
、
一
・
二
号
機
が
停
ま
る
十
四
年

以
降
で
す
が
、い
く
ら
に
な
る
か
と
言
う
と
、

が
く
っ
と
落
ち
ま
し
て
、
恐
ら
く
、
交
付
金

は
、
五
億
ぐ
ら
い
に
し
か
な
ら
な
い
。

　

今
の
金
額
か
ら
言
う
と
、
三
億
か
ら
四
億

ぐ
ら
い
減
る
と
い
う
推
計
が
で
き
ま
す
。

　

そ
う
い
う
こ
と
で
、
固
定
資
産
税
と
国
の

交
付
金
を
合
わ
し
た
場
合
、
五
年
後
は
、
現

在
よ
り
、
約
三
億
円
ぐ
ら
い
歳
入
が
減
り
、

十
年
後
は
、
約
六
億
円
ぐ
ら
い
減
る
。

　

そ
し
て
、
十
四
年
後
は
、
大
体
一
三
億
円

ぐ
ら
い
減
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
推
計
が

出
来
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
こ
ま
で
は
、

村
の
方
と
し
て
は
、
や
っ
て
な
い
み
た
い
で

に
つ
い
て
、
財
政
状
況
が
ど
う
い
う
方
向
に

向
い
て
行
く
の
か
。
こ
れ
を
一
番
心
配
し
て

い
る
と
こ
な
ん
で
す
。

　

減
っ
て
い
く
と
い
う
話
は
、
皆
さ
ん
か
ら

聞
き
ま
す
け
れ
ど
も
、
一
体
ど
こ
ま
で
減
る

の
か
。

　

そ
う
い
う
こ
と
を
き
ち
ん
と
行
政
を
預
か

る
人
間
と
し
て
、
認
識
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
、
一
番
大
事
な
問
題
だ
と
思
う
ん
で
す
。

　

そ
れ
で
、
当
初
の
質
問
に
述
べ
ま
し
た
け

れ
ど
も
、
固
定
資
産
税
と
国
の
交
付
金
が
一

番
大
き
い
訳
で
す
。

　

村
長
の
答
弁
に
あ
り
ま
し
た
け
れ
ど
も
、

財
政
課
長
の
話
で
も
、
固
定
資
産
税
は
、
一

年
間
に
八
，
五
〇
〇
万
円
、
平
均
し
て
減
っ

て
行
く
と
い
う
話
で
す
。

　

で
す
か
ら
、
五
年
後
に
は
四
億
六
，
〇
〇

〇
万
円
、
現
状
よ
り
減
り
、
十
年
後
に
は
、

八
億
五
，
〇
〇
〇
万
円
が
減
る
。
更
に
、

一
・
二
号
機
が
停
ま
る
十
四
年
後
に
は
、

一
〇
億
四
，
〇
〇
〇
万
円
ぐ
ら
い
に
し
か
な

ら
な
い
。

　

そ
れ
で
、
も
う
一
方
の
国
の
交
付
金
は
、

こ
れ
は
残
念
な
が
ら
、
村
の
方
か
ら
、
具
体

的
な
数
字
が
上
が
っ
て
来
て
い
ま
せ
ん
け
れ

ど
も
、
私
は
、
自
分
な
り
に
試
算
し
て
み
ま

し
た
。

　

こ
れ
は
、
当
然
、
国
の
交
付
金
の
中
身
の

見
直
し
と
か
、
そ
れ
か
ら
、
現
在
、
発
電
所

は
停
止
中
で
す
の
で
、
今
後
、
動
く
と
い
う

こ
と
な
る
と
、
そ
う
い
う
部
分
で
い
ろ
い
ろ

変
わ
っ
て
く
る
部
分
も
あ
る
か
と
は
思
う
ん

で
す
が
、
あ
く
ま
で
も
、
現
在
の
状
況
と
同

じ
条
件
で
、
計
算
し
て
み
ま
し
た
。

で
は
、
公
共
施
設
の
改
修
計
画
と
い
う
の
は
、

き
ち
ん
と
決
ま
っ
て
な
い
ん
で
す
ね
。
そ
う

い
う
ふ
う
に
、
私
は
、
理
解
し
て
い
ま
す
。

　

も
う
一
つ
、
そ
の
中
に
、
「
総
合
管
理
計

画
は
、
大
規
模
な
改
修
を
行
わ
な
い
た
め
に
、

年
次
的
に
補
修
す
る
こ
と
を
主
眼
と
す
る
」

と
。
し
た
が
っ
て
、
村
か
ら
の
回
答
は
、「
今

後
、
五
年
後
、
十
年
後
の
計
画
は
、
現
在
出

来
て
お
り
ま
せ
ん
」
と
い
う
返
答
が
返
っ
て

来
ま
し
た
。

　

そ
れ
で
は
、
今
年
の
予
算
を
見
た
場
合
に
、

私
は
、
正
直
言
っ
て
、
び
っ
く
り
し
た
ん
で

す
け
れ
ど
も
、
計
画
も
な
い
の
に
、
大
き
い

事
業
だ
け
で
五
つ
あ
が
っ
て
来
て
い
る
ん
で

す
。

　

言
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
小
学
校
の
体
育
館

の
改
修
事
業　

九
，
二
〇
〇
万
円
、
公
民

館
の
大
規
模
改
修　

二
億
七
，
〇
〇
〇
万

円
、
ア
イ
ス
セ
ン
タ
ー
の
屋
根
の
改
修　

九
，
〇
〇
〇
万
円
、
茅
沼
の
三
号
橋
の
架
け

替
え　

一
億
二
，
六
〇
〇
万
円
、
そ
れ
か

ら
、
糸
泊
の
第
二
団
地
の
内
外
の
改
修
と
い

う
こ
と
で
、
七
，
三
〇
〇
万
、
合
わ
せ
て
、

六
億
五
千
万
円
の
事
業
を
組
ん
で
い
ま
す
。

　

正
直
言
っ
て
、
事
業
計
画
も
き
ち
ん
と
出

来
て
い
な
い
の
に
、
何
で
、
こ
う
い
う
の
が
、

ぽ
っ
と
あ
が
っ
て
く
る
ん
で
す
か
。

　

今
年
、
五
つ
大
き
い
事
業
を
予
算
計
上
し

た
根
拠
を
、
ま
ず
村
長
、
き
ち
ん
と
説
明
し

て
下
さ
い
。

　

二
つ
目
、
固
定
資
産
税
と
電
源
立
地
地
域

対
策
交
付
金
の
名
称
が
長
い
の
で
、
国
の
交

付
金
と
い
う
こ
と
で
、
表
現
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
け
れ
ど
も
、
私
、
こ
の
将
来
の
財
源
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今
年
の
場
合
も
、
大
体
二
億
六
，
九
〇
〇

万
円
を
積
み
立
て
す
る
よ
う
な
形
に
な
ろ
う

か
と
思
っ
て
お
り
ま
す
が
、
新
年
度
予
算
は
、

議
員
の
皆
さ
ん
方
の
寛
大
な
お
話
し
も
ご
ざ

い
ま
し
て
、
三
億
一
，
〇
〇
〇
万
円
と
い
う

基
金
の
積
み
立
て
を
す
る
よ
う
な
形
を
職
員

の
努
力
に
よ
っ
て
進
め
て
、
計
画
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
け
れ

ど
も
、
あ
く
ま
で
、
一
般
財
源
の
財
政
調
整

基
金
を
増
や
す
よ
う
な
形
で
、
持
っ
て
い
け

る
よ
う
な
財
政
事
情
に
し
て
行
き
た
い
と
考

え
て
ご
ざ
い
ま
す
。

　

目
的
基
金
が
、そ
れ
な
り
に
使
わ
れ
れ
ば
、

そ
の
分
の
基
金
は
、
減
っ
て
行
き
ま
す
け
れ

ど
も
、
逆
に
、
中
身
の
方
で
は
、
一
般
財
源

に
使
え
る
財
政
調
整
基
金
を
増
や
し
て
行
く

と
い
う
よ
う
な
形
で
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

一
番
目
の
改
修
事
業
に
つ
い
て
、
更
に
、

質
問
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

今
年
の
五
つ
の
事
業
の
中
で
、
国
の
交
付

金
を
活
用
し
て
い
る
の
が
、三
つ
あ
り
ま
す
。

　

茅
沼
の
三
号
橋
、
ア
イ
ス
セ
ン
タ
ー
の
屋

根
、
小
学
校
の
体
育
館
の
改
修
で
す
。

　

な
る
べ
く
村
の
財
源
を
持
ち
出
さ
な
い

で
、
国
の
金
を
利
用
し
て
と
い
う
こ
と
で
、

当
然
や
っ
て
い
る
ん
だ
と
思
う
ん
で
す
が
、

そ
の
観
点
か
ら
す
る
と
、
公
民
館
を
今
年
や

る
必
要
が
あ
る
ん
で
す
か
。

は
、
常
に
、
頭
の
中
に
あ
り
ま
す
。

　

で
す
か
ら
、
や
は
り
、
計
画
を
進
め
る
中

に
お
い
て
は
、
将
来
を
ど
う
す
る
の
か
と
い

う
こ
と
の
中
で
、
今
、
基
本
的
に
は
、
考
え

方
は
、
今
の
村
の
福
祉
政
策
、
更
に
は
、
教

育
行
政
、
そ
こ
ら
辺
を
見
極
め
な
が
ら
、
ど

の
よ
う
な
形
で
、
村
の
方
向
性
を
示
し
て
行

く
か
っ
て
い
う
こ
と
は
、
基
本
的
に
は
、
住

民
福
祉
を
前
提
と
し
た
村
づ
く
り
と
い
う
も

の
を
い
ろ
ん
な
事
業
が
あ
り
ま
す
け
れ
ど

も
、
そ
れ
を
前
提
と
し
た
考
え
方
で
、
地
方

自
治
法
に
基
づ
い
た
考
え
方
で
、
計
画
を
推

進
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
お
り
ま

し
て
、
今
ま
で
も
、
お
話
し
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
、
三
つ
目
の
「
基
金
が
増
え
て

い
な
い
の
で
は
な
い
か
」
と
い
う
こ
と
で
す

が
、
実
際
に
は
、
総
体
で
、
先
程
お
示
し
し

ま
し
た
、
六
三
億
三
，
八
〇
〇
万
円
と
い
う
、

こ
の
基
金
の
残
高
の
中
に
は
、組
合
の
事
業
、

そ
れ
か
ら
、
村
が
目
的
と
し
て
進
め
て
い
る

目
的
基
金
、
そ
れ
ら
を
利
用
し
な
が
ら
進
め

て
行
く
と
い
う
考
え
方
で
、
今
ま
で
も
や
っ

て
来
て
い
ま
す
。

　

そ
の
中
で
、
私
、
当
初
、
前
任
者
か
ら
引

き
受
け
た
時
に
は
、
財
政
調
整
基
金
の
金
額

は
少
な
か
っ
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
今
、
そ

れ
ら
剰
余
金
も
含
め
て
、
こ
の
一
般
財
源
を

充
当
す
る
財
政
調
整
基
金
と
い
う
の
は
、
逆

に
言
え
ば
、
目
的
基
金
は
減
り
ま
す
け
れ
ど

も
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
増
え
て
来
て
い
る

と
い
う
、増
え
て
来
て
い
る
と
言
う
よ
り
も
、

増
え
る
計
画
で
持
っ
て
き
て
ご
ざ
い
ま
す
。

う
の
が
難
し
い
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、
こ

れ
に
つ
い
て
も
、
計
上
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

茅
沼
の
橋
の
架
け
替
え
に
つ
き
ま
し
て

も
、
こ
れ
も
、
こ
う
い
う
こ
と
言
っ
た
ら
、

ど
の
事
業
も
、
み
ん
な
そ
う
な
ん
で
す
け
れ

ど
も
、
特
に
、
福
島
の
三
．
一
一
の
よ
う
な

地
震
・
津
波
と
い
う
こ
と
を
考
え
て
い
っ
た

場
合
に
、
や
は
り
、
基
礎
的
な
も
の
の
状
態
、

私
ど
も
は
、
橋
を
調
査
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

い
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
こ
ら
辺
は
、
き

ち
ん
と
福
島
の
三
．
一
一
の
よ
う
な
事
象
が

あ
っ
た
場
合
に
は
、
今
の
橋
で
は
耐
え
ら
れ

な
い
だ
ろ
う
と
、
そ
う
い
う
考
え
方
に
立
っ

て
、
地
域
と
の
話
の
中
で
も
、
村
の
考
え
方

を
示
し
な
が
ら
、
計
画
し
、
予
算
化
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
も
、
い
ず
れ
に
つ
き
ま
し
て
も
、
こ

れ
は
、
早
目
に
対
応
し
て
村
と
し
て
や
っ
て

行
か
な
け
れ
ば
、
住
民
の
生
命
・
財
産
を
守

る
と
い
う
観
点
か
ら
す
る
と
、
計
画
は
、
計

画
と
し
て
あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
こ
れ
ら
に

つ
い
て
は
、
是
非
や
ら
せ
て
い
た
だ
き
た
い

と
お
願
い
し
た
い
と
い
う
こ
と
で
、
継
続
事

業
で
あ
る
、
小
学
校
も
や
ら
せ
て
も
ら
っ
た

と
い
う
、
そ
う
い
う
経
緯
で
ご
ざ
い
ま
す
の

で
、
そ
こ
ら
辺
を
考
え
て
、
予
算
化
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、
そ
の
辺
、
宜
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

そ
れ
か
ら
、
二
点
目
の
「
今
後
、
村
と
し

て
、
ど
の
よ
う
な
計
画
を
も
っ
て
行
う
の
か
」

と
い
う
こ
と
で
す
が
、
基
本
的
に
は
、
私
は
、

常
に
、
財
力
を
積
み
立
て
て
、
事
業
を
展
開

し
て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と

字
を
見
た
場
合
に
、
一
向
に
増
え
て
い
な
い
。

こ
れ
が
三
点
目
で
す
。

　

村
長
、
ど
う
し
た
ら
、
こ
れ
増
や
せ
る
ん

で
す
か
。
そ
こ
を
聞
き
た
い
。

　

以
上
、
三
点
、
お
願
い
し
ま
す
。

　

実
際
に
、
私
ど
も
は
、
総
合
計
画
と
い
う

全
体
の
村
の
指
針
と
い
う
も
の
を
見
極
め
た

中
で
、
事
業
を
進
め
る
と
い
う
、
そ
う
い
う

目
的
の
中
で
、
総
合
計
画
が
あ
る
訳
で
ご
ざ

い
ま
す
け
れ
ど
も
、
今
回
、
こ
の
よ
う
な
事

業
を
計
上
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
の
は
、
計
画

の
中
に
網
羅
す
る
と
の
こ
と
を
前
提
に
し
な

が
ら
も
、
建
物
と
し
て
、
や
は
り
、
安
全
な

施
設
づ
く
り
と
い
う
も
の
に
急
を
要
す
る
と

い
う
考
え
方
に
立
っ
て
お
り
ま
す
。

　

泊
小
学
校
の
校
舎
、
今
年
は
、
屋
体
を
や

る
訳
で
ご
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
そ
う
い
う

形
の
中
で
、
今
ま
で
、
い
ろ
い
ろ
と
検
査
し

た
中
で
、
ど
う
し
て
も
、
や
っ
て
行
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
は
、
や
っ
ぱ
り
、
子

供
た
ち
が
利
用
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ

れ
ば
、
急
を
要
す
る
と
い
う
こ
と
で
、
去
年

か
ら
進
め
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

ア
イ
ス
セ
ン
タ
ー
の
屋
体
に
し
て
も
、
実

際
に
は
、
二
～
三
年
前
か
ら
雨
漏
り
を
し
て

い
る
状
態
で
、
そ
れ
で
は
、
利
用
さ
れ
て
い

る
方
に
も
ご
迷
惑
か
か
る
と
い
う
、
こ
れ
に

つ
い
て
も
、
今
、
言
っ
た
よ
う
に
、
屋
根
を

き
ち
ん
と
直
さ
な
け
れ
ば
、
施
設
利
用
と
い

牧

野

村

長

大
橋
芳
之
議
員
（
再
々
質
問
）
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私
が
言
い
た
い
の
は
、
こ
れ
は
、
村
の
基

金
を
崩
し
て
や
っ
て
い
ま
す
よ
ね
。
こ
れ
、

一
年
間
、
先
延
ば
し
た
ら
、
国
の
交
付
金
が

使
え
る
の
で
な
い
で
す
か
。

　

そ
う
い
う
こ
と
に
な
り
ま
せ
ん
か
。
な
ら

な
い
ん
で
す
か
。

　

全
額
と
言
わ
な
く
て
も
、
国
の
交
付
金
を

半
分
と
か
、
他
の
事
業
に
も
、
割
り
振
っ
て

い
ま
す
か
ら
、
全
額
と
は
、
な
ら
な
い
の

か
し
れ
ま
せ
ん
け
れ
ど
も
、
少
な
く
と
も
、

二
億
七
千
万
円
の
基
金
を
崩
す
必
要
な
い
ん

じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
来
年
に
先
送
り
し
た
ら
。

そ
う
い
う
ふ
う
に
、
な
り
ま
せ
ん
か
。

　

私
は
、
そ
う
思
う
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
無

理
し
て
、
今
年
や
る
必
要
な
い
ん
じ
ゃ
な
い

で
す
か
。

　

だ
か
ら
、
公
民
館
を
今
年
や
る
理
由
を
更

に
言
っ
て
下
さ
い
。

　

私
は
、
来
年
に
先
送
り
す
れ
ば
、
交
付
金

を
活
用
出
来
る
と
思
っ
て
い
る
ん
で
す
け
れ

ど
も
、
な
ぜ
、
そ
う
い
う
こ
と
を
考
え
な
い

の
か
な
と
い
う
こ
と
が
、
一
点
目
で
す
。

　

今
後
の
財
政
状
況
と
い
う
こ
と
な
ん
で
す

け
れ
ど
も
、
具
体
的
に
、
分
か
っ
た
よ
う
な
、

分
か
ら
な
い
よ
う
な
返
事
で
す
け
れ
ど
も
、

今
ま
で
ど
お
り
、
住
民
福
祉
を
重
点
的
に
進

め
て
行
く
こ
と
。

　

そ
れ
は
そ
れ
で
い
い
ん
で
す
。
村
長
。

　

だ
け
ど
、
私
が
言
い
た
い
の
は
、
歳
入
が

減
っ
て
く
る
ん
で
す
か
ら
、
例
え
ば
、
今
年

の
年
度
予
算
を
見
た
場
合
に
、
去
年
と
何
ら

変
わ
り
な
い
で
す
。
四
〇
億
で
す
。
基
金
を

崩
し
て
、
四
〇
億
の
予
算
組
ん
で
い
る
。

歳
入
が
減
っ
て
き
て
い
る
ん
で
す
か
ら
、
予

算
が
減
っ
て
当
然
で
は
な
い
で
す
か
。

　

そ
う
い
う
考
え
方
に
な
ら
な
い
で
す
か
。

　

年
度
予
算
と
い
う
の
は
、
村
長
の
考
え
方

が
、
数
字
に
出
て
来
る
ん
で
す
よ
ね
。
具
体

的
に
、
村
長
の
考
え
が
、
数
字
と
し
て
、
予

算
書
に
出
て
来
る
ん
で
す
。

　

そ
う
し
た
場
合
に
、
何
ら
去
年
と
も
変
わ

ら
な
い
、
前
の
年
と
も
変
わ
ら
な
い
よ
う
な
、

予
算
づ
く
り
し
て
い
る
。

　

実
際
は
、
歳
入
が
段
々
落
ち
て
来
て
い
る

ん
で
す
。
そ
う
し
た
ら
、村
の
事
業
だ
っ
て
、

い
ろ
い
ろ
見
直
し
を
か
け
て
、
当
然
、
事
業

予
算
が
減
っ
て
行
く
の
が
当
た
り
前
だ
と
、

私
は
思
う
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
ど
う
も
、
そ

う
は
な
っ
て
な
い
。

　

そ
こ
が
、
す
ご
く
不
思
議
で
、
聞
い
て
い

る
ん
で
す
。

　

ど
う
し
て
、
そ
う
い
う
ふ
う
に
な
ら
な
い

の
か
、
少
し
発
想
の
転
換
と
言
う
か
、
そ
う

い
う
も
の
を
し
て
も
ら
わ
な
い
と
、
今
の
よ

う
な
金
の
使
い
方
を
し
て
行
っ
た
ら
、
将
来

持
た
な
い
で
し
ょ
う
。
入
っ
て
来
る
金
が
少

な
く
な
る
ん
で
す
か
ら
。
そ
れ
が
、
二
点
目

で
す
。

　

最
後
に
、
三
点
目
は
、
今
後
、
財
政
調
整

基
金
を
増
や
し
て
行
く
と
い
う
話
は
、
委
員

会
の
席
で
も
、
村
長
と
話
し
合
っ
て
、「
３
億

毎
年
積
ん
で
く
れ
」
と
い
う
話
を
し
ま
し
た

の
で
、
確
実
に
、
そ
の
方
向
で
、
や
っ
て
い

た
だ
け
る
も
の
と
私
は
、
思
っ
て
お
り
ま
す

け
れ
ど
も
、
今
ま
で
の
基
金
の
使
い
方
を
見

て
い
た
ら
、
崩
し
た
金
と
同
じ
ぐ
ら
い
の
金

し
か
積
ん
で
な
い
ん
で
す
。
だ
か
ら
、
ト
ー

タ
ル
と
し
て
増
え
な
い
ん
で
す
。

　

今
年
の
予
算
を
見
て
下
さ
い
。
三
億
九
千

万
円
基
金
を
崩
し
て
、
積
む
の
は
、
三
億
七

千
万
円
で
す
。
増
え
な
い
で
し
ょ
う
。

　

確
実
に
増
や
す
た
め
に
は
、
極
力
基
金
を

崩
さ
な
い
で
積
ん
で
行
っ
た
方
が
、
貯
ま
り

ま
す
よ
ね
。

　

そ
う
し
た
ら
、
基
金
を
崩
さ
な
い
た
め
に

は
、
ど
う
し
た
ら
い
い
か
と
い
っ
た
ら
、
な

る
べ
く
村
の
財
源
を
持
ち
出
さ
な
い
よ
う

に
、
国
の
交
付
金
を
活
用
す
る
よ
う
に
す
る

し
か
な
い
と
思
う
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
だ
か

ら
、
そ
う
い
う
意
味
で
、
最
初
の
公
民
館
も
、

一
年
間
先
延
ば
し
す
れ
ば
、
国
の
財
源
を
使

え
る
。
わ
ざ
わ
ざ
二
億
七
千
万
円
を
崩
す
必

要
は
な
い
で
し
ょ
う
。
以
上
、
三
点
で
す
。

　

今
回
、
電
源
立
地
交
付
金
の
充
当
を
し
な

い
で
、
公
共
施
設
の
基
金
と
い
う
形
で
、
そ

れ
を
充
当
し
た
と
い
う
経
緯
で
す
け
れ
ど

も
、
こ
れ
は
、
電
源
立
地
交
付
金
で
、
一
・

二
・
三
号
機
を
や
っ
て
い
る
中
で
、「
積
立
て

を
し
な
さ
い
よ
」
と
い
う
こ
と
で
持
っ
て
い

る
基
金
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

こ
れ
を
利
用
し
な
け
れ
ば
、
う
ま
く
な
い

と
い
う
こ
と
で
、
積
立
て
を
し
て
い
る
も
の

で
す
か
ら
、
だ
か
ら
、
公
民
館
は
、
電
源
立

地
交
付
金
事
業
で
や
っ
て
い
ま
す
の
で
、
こ

の
基
金
を
利
用
し
て
、
今
回
計
上
さ
せ
て
も

ら
っ
た
と
、
そ
う
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す

の
で
、
こ
れ
を
や
ら
な
い
で
、
来
年
に
持
っ

て
行
っ
た
と
し
て
も
、
同
じ
形
の
財
源
で
、

た
だ
、
名
前
は
違
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
そ
う

い
う
形
の
財
源
に
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、

そ
の
よ
う
に
捉
え
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

そ
れ
か
ら
、
財
政
が
持
た
な
い
の
で
は
な

い
か
と
い
う
考
え
方
も
、
い
ろ
い
ろ
考
え

ら
れ
て
い
る
よ
う
で
ご
ざ
い
ま
す
け
れ
ど

も
、
村
と
し
て
も
、
や
は
り
、
こ
の
先
ず
っ

と
、
電
源
立
地
交
付
金
や
大
規
模
償
却
資
産

が
な
い
時
に
は
、
平
成
二
年
か
ら
ず
っ
と

予
算
が
増
え
て
、
当
初
は
、
そ
の
頃
で
は
、

二
十
五
億
か
ら
少
な
く
て
、
二
〇
億
の
予
算

だ
っ
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
こ
の
事
業
が
、

大
規
模
償
却
資
産
と
電
源
立
地
地
域
対
策
交

付
金
が
収
入
と
し
て
入
る
と
い
う
こ
と
な
っ

て
か
ら
、
も
う
三
九
億
か
ら
四
〇
億
と
い
う

数
字
は
、
変
わ
ら
な
い
で
今
日
ま
で
来
て
お

り
ま
す
。

　

そ
れ
は
、
な
ぜ
か
言
う
と
、
歳
入
は
歳

入
、
歳
出
は
歳
出
と
い
う
よ
う
な
中
で
、
事

業
を
展
開
し
て
行
く
と
い
う
形
に
な
る
ん
で

す
が
、
基
本
的
に
は
、
や
は
り
、
歳
出
の
事

業
を
縮
小
し
な
が
ら
、
財
政
調
整
基
金
な

り
、
目
的
基
金
な
り
を
増
や
し
て
行
く
と
い

う
の
が
基
本
だ
ろ
う
と
、
そ
う
い
う
こ
と
を

大
橋
議
員
は
、
お
っ
し
ゃ
る
ん
で
は
な
い
か

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

そ
れ
で
、
私
も
、
執
行
方
針
に
書
か
せ
て

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
今
年
度

が
、村
の
い
ろ
ん
な
公
共
施
設
を
進
め
る
上
、

事
業
化
を
進
め
る
上
で
、
ピ
ー
ク
時
に
あ
た

る
と
い
う
よ
う
な
書
き
方
を
し
て
ご
ざ
い
ま

牧

野

村

長
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す
。

　

来
年
以
降
、
い
ろ
い
ろ
な
公
共
施
設
を
見

て
行
っ
た
場
合
に
は
、
災
害
だ
と
か
、
そ
う

い
う
も
の
を
除
い
た
と
こ
ろ
に
つ
い
て
は
、

今
、
言
っ
た
よ
う
な
形
で
、
財
源
の
投
資
と

い
う
の
は
、
段
々
少
な
く
な
る
と
い
う
の
は
、

当
然
だ
ろ
う
と
私
は
思
っ
て
お
り
ま
す
し
、

そ
う
い
う
こ
と
を
含
め
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら

も
、
財
政
に
つ
い
て
は
、
進
め
て
行
き
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

基
金
が
増
え
て
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
指

摘
さ
れ
て
お
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
今
、
お
話

し
た
よ
う
に
、
極
力
、
も
う
こ
の
金
額
は
、

必
ず
、
積
み
上
げ
す
る
ん
だ
と
肝
に
銘
じ
て
、

村
の
財
政
健
全
化
を
進
め
な
が
ら
、
や
っ
て

行
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

議
員
の
皆
さ
ん
方
に
も
、
い
ろ
い
ろ
と
お

話
申
し
上
げ
て
、
今
日
ま
で
来
て
い
る
ん
で

す
け
れ
ど
も
、
基
本
的
に
は
、
将
来
の
簡
易

水
道
、
そ
れ
か
ら
、
公
共
下
水
道
事
業
、
先

程
お
話
し
た
よ
う
な
こ
と
の
事
業
が
、
多
額

に
投
資
す
る
よ
う
な
形
に
な
っ
て
行
き
ま
す

の
で
、
私
が
お
話
し
し
て
い
る
、
財
政
調
整

基
金
の
積
立
て
三
億
と
い
う
も
の
を
こ
れ
を

基
準
に
し
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
も
、
進
め
て

行
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

今
、
村
長
の
答
弁
の
中
に
、「
今
年
は
、

事
業
の
転
換
期
だ
」
と
い
う
話
が
あ
り
ま
し

た
。
執
行
方
針
の
中
に
も
、
そ
の
旨
、
入
っ

て
お
り
ま
す
。

　

そ
う
で
あ
れ
ば
、
こ
れ
は
、
確
認
で
す
け

れ
ど
も
、
来
年
度
予
算
に
き
ち
ん
と
し
た
数

字
と
し
て
表
れ
て
き
ま
す
か
。

　

そ
こ
を
最
終
的
に
確
認
し
て
、
質
問
を
終

わ
り
ま
す
。

　

そ
う
い
う
形
に
な
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
。

牧

野

村

長

大
橋
芳
之
議
員
（
再
々
々
質
問
）

お　願　いお　願　い

行事案内など、議長宛の文書は行事案内など、議長宛の文書は

議会事務局へお届け願います。議会事務局へお届け願います。

議会を傍聴してみませんか議会を傍聴してみませんか
手続きは簡単です

住所・氏名・年齢を受付簿に記入
するだけの簡単な手続きです　　

　　　　　　お気軽にどうぞ…
定例会は、３月・６月・９月・12月の年４回です。

臨時会は、必要に応じて随時開きます。
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「
議
会
だ
よ
り
」
第
一
六
四
号
を
お
届
け

い
た
し
ま
す
。

　

今
回
は
、
三
月
の
第
一
回
定
例
会
に
つ
い

て
編
集
い
た
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
第
一
回
定
例
会
に
お
い
て
、
平
成

二
十
九
年
度
各
会
計
の
歳
入
歳
出
予
算
を
可

決
し
ま
し
た
。

　

是
非
ご
覧
に
な
っ
て
、
村
の
方
針
や
議
会

活
動
も
ご
理
解
願
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
議
会
だ
よ
り
に
対
す
る
ご
意
見
、

ご
要
望
等
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
遠
慮
な
く

議
会
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

　
　
　

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

結　

城　
　
　

智

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三　

浦　

弘　

文

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宇
留
間　

文　

宣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小　

林　

常　

次

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

吉　

田　

茂　

樹

編
集
後
記

議

会

日

誌

平
成
二
十
八
年
十
二
月
十
七
日
～

平
成
二
十
九
年
三
月
三
十
一
日

十
二
月

17
日
・
岩
宇
地
区
議
会
議
員
の
懇
談
・
懇
親

　
　
　

会 

（
岩
内
町　

議
長
出
席
）

19
日
・
原
子
力
発
電
所
対
策
特
別
委
員
会

 

（
全
議
員
出
席
）

27
日
・
平
成
二
十
八
年
第
三
回
岩
内
・
寿
都

　
　
　

地
方
消
防
組
合
議
会
臨
時
会

 

（
岩
内
町　

副
議
長
出
席
）

　
　

・
平
成
二
十
八
年
第
三
回
岩
内
地
方
衛

　
　
　

生
組
合
議
会
臨
時
会

 

（
岩
内
町　

梅
庭
議
員
・
酒
井
議
員
）

一　

月

７
日
・
平
成
二
十
九
年
泊
消
防
団
出
初
式

 

（
各
議
員
出
席
）

８
日
・
平
成
二
十
九
年
成
人
式

 

（
各
議
員
出
席
）

10
日
・
総
務
社
会
常
任
委
員
会

 

（
全
議
員
出
席
）

11
日
・
医
療
体
制
に
係
る
打
合
せ

 

（
札
幌
市　

議
長
出
席
）

16
日
・
京
極
町
議
会
議
員
行
政
視
察
研
修

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
議
長
出
席
）

17
日
・
平
成
二
十
九
年
岩
内
建
設
業
共
同
組

　
　
　

合
・
岩
内
建
設
業
協
会
新
年
交
礼
会

 

（
岩
内
町　

議
長
出
席
）

20
日
・
平
成
二
十
九
年
泊
村
商
工
会
新
年
交

　
　
　

礼
会 

（
議
長
出
席
）

21
日
・
し
り
べ
し
高
速
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　
　
　

フ
ォ
ー
ラ
ム

 

（
倶
知
安
町　

大
橋
議
員
出
席
）

　
　

・
平
成
二
十
九
年
泊
消
防
団
新
年
幹
部

　
　
　

交
礼
会 

（
議
長
出
席
）

22
日
・
平
成
二
十
九
年
茅
沼
地
域
会
新
年
交

　
　
　

礼
会 

（
議
長
出
席
）

25
日
・
平
成
二
十
九
年
泊
建
設
業
協
会
新
年

　
　
　

交
礼
会 

（
議
長
出
席
）

27
日
・
原
発
議
長
会
役
員
会
及
び
原
発
サ

　
　
　

ミ
ッ
ト
実
行
委
員
会
合
同
会
議

 

（
東
京
都　

議
長
出
席
）

28
日
・
平
成
二
十
九
年
盃
地
域
会
新
年
交
礼

　
　
　

会 

（
議
長
出
席
）

　
　

・
平
成
二
十
九
年
掘
株
地
域
会
新
年
交

　
　
　

礼
会 
（
副
議
長
出
席
）

二　

月

11
日
・
平
成
二
十
九
年
泊
村
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ

　
　
　

協
会
定
期
総
会
及
び
新
年
交
礼
会

 

（
岩
内
町　

議
長
出
席
）

15
日
・
総
務
社
会
常
任
委
員
会

 

（
全
議
員
出
席
）

16
日
～
17
日

　
　

・
後
志
町
村
議
会
議
長
定
期
総
会
・
行

　
　
　

政
懇
談
会 

（
札
幌
市　

議
長
出
席
）

27
日
・
産
業
経
済
常
任
委
員
会

 

（
全
議
員
出
席
）

28
日
・
総
務
社
会
常
任
委
員
会

 

（
全
議
員
出
席
）

　
　

・
議
会
運
営
委
員
会 

（
全
議
員
出
席
）

　
　

・
議
会
全
員
協
議
会 

（
全
議
員
出
席
）

三　

月

９
日
・
第
一
回
定
例
会
（
開
会
）

13
日
・
第
一
回
定
例
会
（
再
開
）

14
日
・
予
算
特
別
委
員
会

　
　

・
第
一
回
定
例
会
（
再
開
・
閉
会
）

16
日
・
泊
中
学
校
第
四
十
二
回
卒
業
証
書
授

　
　
　

与
式 

（
各
議
員
出
席
）

20
日
・
泊
小
学
校
第
二
十
一
回
卒
業
証
書
授

　
　
　

与
式 

（
各
議
員
出
席
）

28
日
・
平
成
二
十
九
年
第
一
回
岩
内
・
寿
都

　
　
　

地
方
消
防
組
合
議
会
定
例
会

 

（
岩
内
町　

副
議
長
出
席
）

　
　

・
平
成
二
十
九
年
第
一
回
岩
内
地
方
衛

　
　
　

生
組
合
議
会
定
例
会

 

（
岩
内
町　

梅
庭
議
員
・
酒
井
議
員
）


